
 

 

 

『ふしぎなかばんやさん』 

もとした いづみ／作  

たなか ろくだい／絵 鈴木出版 

かばんやさんが、みちにおみせをひらいて、

いろいろなかばんをならべました。でも、かば

んやさんがうるのは、ただのかばんじゃありま

せん。ちょっとかわったふしぎなかばんです。 

『うれないやきそばパン』 

とみなが まい／文 いぬんこ／絵  

なかお まさとし／作 金の星社 

あるまちのふるいふるいパンやさん

には、うれのこりのパンがいっぱい。 

おみせがしまったあと、ごみばこにすて

られたパンたちのいちばんしたで、やき

そばパンのぴょんたは、だれかがじぶん

をたべてくれるゆめをみるのでした。 

『がちょうのたんじょうび』 

にいみ なんきち／作 いもと ようこ／絵 

金の星社 

いたちのよくないくせ。それはくさいおな

らをすること。きょうは、がちょうのたんじ

ょうびだけど、はげしいおならをするいたち

をよぶか、みんなはなやみました。そこで、う

さぎはいたちにあるおねがいごとをしまし

た。そのおねがいごととは…？ 

 

『うどんのうーやん』 

おかだ よしたか／さく ブロンズ新社 

うどんやさんに、きつねうどんのちゅうもん

がはいると、うどんのうーやんは「ほな いって

きますう」と、おきゃくさんのいえへはしりだし

ました。ひとでぶそくのため、じぶんで、でまえ

にいかなければならないのです。 

『どろろんびょういんたいへんたいへん』 

かんだ すみこ／作 かとう まふみ／絵 

金の星社 

どろろんびょういんは、おばけのおいしゃ

さん。ひるまはしまっていて、よるにひらき

ます。きょうもよるになると、ぐあいがわる

そうなおばけたちがやってきました。 

幼児向け 

 
みんなににんきのえほん 

 

『となりのまじょのマジョンナさん』 

ノーマン・ブリッドウェル／さく  

ながの  ヒデこ／え ながつき  るり／やく 偕成社 

おとなりのくろいいえにすんでいるマジョンナさん

はまじょです。はじめてあったときには、わからない

かもしれないけど、かいものやさんぽをしているとこ

ろをみてごらん。 

なるほど、まじょだってわかりますよ。 


